
報 告

ゼミナールにおける BLOG活用

は じ め に

従来, BLOGを利用した協同作業による学習の効果的手法について検討してきた｡ 本年度は共

同作業によって, グループ参加各人のブログリンクを活用しデータベース作成を試みた｡

受講者はプレゼンテーションソフトの基本操作の理解とともに資料収集を行う｡ 結果は各自のブ

ログにアップロードし保存する｡ さらにネットワークを利用した教授者の確認を経て, 発表内容に

ついてクラス全体の質疑検討を行う｡ 検討結果を各自にフィードバックし, ブログにまとめるとい

う手法である｡

1. ブログと演習授業

1.1 実践環境

システムは城西大学のコンピュータ教室 (Windows XP) を利用した｡ Web接続可能な LAN

小教室で 20人程度の授業で, 2クラスを対象とした｡ プレゼンテーションソフトは Microsoft

Power Pointにより, ブログについては Yahooの一般向けサイトを利用した｡ また教員用にWeb

上にグループフォルダを作成し, 続いて作業領域, データ交換領域を利用した｡
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BLOG (ブログ) を利用した授業運営の方法として, BLOGのトラックバックによるWeb上のデー

タベース形成による手法を試みた｡

Web上の BLOGサービスを利用して演習授業を支援し, 協同作業や発表・参加者間のコミュニケー

ションおよび授業全体の進行管理を効果的に進める手法である｡
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1.2 準 備

週 1日 1時限で課題を提示し, 指導・質問に応える体制は従来どおりとした｡ 本年度は, 調査テ

キストを指定し, 発表の基礎とするクラスを設定した｡ 他クラスは従来どおり各人が決定する自由

テーマとした｡ 例年のように各授業期間で一定の目標を設定し, 他補講期間を利用し進度調整を行っ

た｡ 今年度も Yahooの一般向けサイトを利用した｡
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学習目標の説明・発表テーマに関連する情報技術知識の概略講義

↓

｢ホームブログ｣ についての基礎知識の講義とテーマ探求手法提示

↓

教授者からの全体テーマの提示と各人テーマ探求の基礎

｢トラックバック｣ の手法と操作指導

↓

パワーポイント操作指導

↓

各人テーマのホームブログへの登録

テーマ発表会：教授者からのコメント

↓

｢BLOG｣ への各人調査方法の指導

サイトへのファイルアップロード

↓

トラックバックのホームブログへの集約

↓

発表

↓

討議･評価･講評

↓

グループブログでのリンクを利用した検索

↓

検索データの活用と RSSリーダによるリンク

↓

各自の BLOGへのアップロード

図 1 授業概観



2. 結果と検討

2.1 教授者と受講者

はじめに授業方針・学習論点を提示し, このとき専門用語等をテキスト上での確認も行う｡ サイ

トのメンバーリストは, リンクとしてトラックバックを活用する｡ 進度は BBSおよび, グループ

ホームによって作業進行を示す｡ 各グループ構成員は, 相互に作業データをやりとり確認後, 最終
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図 2 クラス BLOGのホーム (トラックバックの状況の一部)



集約データとし, ホームブログに保存する｡

2.2 BLOGによるデータベース

本年度はトラックバックを通じた仮想データベースの検索の活用を試みた｡ 各人の調査テーマに

沿ったキーワードに従い, クラスブログのトラックバックのリンクをたどり, クラス構成員の担当

調査部分から, 関係するテキストデータを得た｡ またこの段階で情報倫理あるいは調査にかかわる

著作権などについての諸注意の確認を行った｡

2.3 知 見

次のような実践による知見が得られた｡

・WWW知識の基礎能力と操作技術のばらつきの調整への配慮が必要となった｡

やはり下準備 (ページ更新や, 指示登録など) に手間は昨年と同様であった｡

・データベース検索の試みは, 後期で発表が進んだ後としたが, 進度にバラツキがあるため, 検索
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図 3 BLOG上のスライドと RSSリンクの一部

図 4 BLOG上のデータベースとなるメッセージの一部



後のクラス全体での検討には至らなかった｡

・WWW知識の基礎能力と操作技術のばらつきの調整への配慮が必要となった｡

やはり下準備 (ページ更新や, 指示登録など) に手間がかかった｡

・授業進行過程をWeb上で確認でき, 授業へのフィードバックが可能になった｡

・データベース検索の試みは, 後期で発表が進んだ後としたが, 進度にバラツキがあるため, 検索

後のクラス全体での検討には至らなかった｡

・最終的にセミナー全体の BLOGが形成されたが, 進度のばらつきのため個人の BLOG検索に至

らない者も生じた｡

・Yahooサイトには, 若干の不安があったが, やはり原因不明の更新不能など不都合があった｡

・無料サービスの条件である, 広告データに配慮が必要であった｡

・特に本年度は, 就職活動や公欠行事の学生が多く, Web上での指示によっても進度の遅れを防

ぐことができなかった｡ 授業進行への影響は避けることができなかった｡

お わ り に

本年度の実践を終え, これまでのブログによる授業支援についての検討の一区切りとした｡ 2ク

ラスの比較対照による含意は, 特定コンテンツの利用可能性から現在検討している｡ 今後は, ビジ

ネスブログなど, ブログ・コンテンツ・マネジメントシステム (CMS) 等の経営手法の活用へと

重点を移したい｡

参考文献

( 1 ) 日本ラーニングコンソシアム編 ｢eラーニング白書 2006/2007年版｣ 東京電機大学出版局 (2006年)

( 2 ) 湯川鶴章著 ｢ブログがジャーナリズムを変える｣ NTT出版 (2006年) 他

(Received Feb. 10, 2007)

ゼミナールにおける BLOG活用 81




